
小さな命を守るホットライン
昨年12月20日、動物愛護活動に取り組ん

でいる女優・杉本彩さんと共に、井戸敏三知事
に対して、動物虐待
などを取り締まる
「アニマルポリス」
に関して要望を行い
ました。私の強い要

望を受け、兵庫県警が動物の虐待や遺棄など
について受け付ける全国初の専門電話相談
「アニマルポリス・ホットライン」を本年1月6日
に開設すると発表しました。

杉本さんと私は、同ホットラインの開設につ
いて、「虐待防止への大きな一歩」と謝意を述
べた上で、「今後、警察と行政が連携を深めて
もらいたい」と要請しました。
井戸知事は、「（アニマルポリスを）関西広
域連合でも紹介したい」と、構成自治体でも同
様の動きが出るよう後押しする考えを示しまし
た。

アニマルポリス設立を
シンポジウムを開催
10月5日に「人と動物の未来を創るネットワ

ーク会議」が主催したシンポジウム「日本版ア
ニマルポリスの実現に向けて」に、パネリスト

として参加し
意見を述べ
させていた
だきました。
このシンポジ
ウムは、動物

虐待を防ぐため、米国などで活動し、逮捕権を
持つ「アニマルポリス」を、わが国でも設立し
ようと開かれました。ペット法学会の吉田真澄
副理事長や、女優で動物愛護運動を展開して
いる杉本彩さんらが講演されました。「日本版
アニマルポリス～それぞれの役割と連携」と
題したパネルディスカッションで、私は、兵庫
県警察本部が今年１月から、動物の虐待など
を通報、相談する窓口「アニマルポリス・ホット
ライン」を、全国で初めて設置した経緯を説明
させていただきました。今後は「県の動物愛護
センターに警察ＯＢを配置させたい」との決意
も表明させていただきました。
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県政レポート 谷井いさお
教育に全力！子どもがいっぱいの尼崎に！

現在の県立尼崎病院と県立
塚口病院の統合が進められて
います。当初の統合案では、現
在ある県立尼崎病院に集約さ
れるものでありましたが、私の

強い要請により旧尼崎産業高
校跡地に新病院が建設されるこ
とになりました。
そこには365日24時間対応
の救命救急センターが設置され、

特に小児救急、心筋梗塞、脳卒
中の対応、ガンなどを含む高度
専門医療の提供など、730床の
総合病院で関西随一の規模を
誇る公立病院となります。

医療機器を搭載した救急車に
医師や看護師が同乗して現場
に向かい、いち早く診療が行え

ます。初期の段階での正しい処
置が救命率を上げ、後遺症を減
らす有効な手立てとなります。建設が進む尼崎総合医療センター（仮称）

管理職や生徒指導教員は、精神科
医やスクールカウンセラーによる心の
問題を抱える児童生徒への接し方や
などの研修を行い、指導力の向上を図
っています。相談体制の設置等の組織
的な対応を図ると共に、スクールカウ
ンセラーの全公立中・高等学校への配
置や小学校への配置を拡充し、児童生
徒の心の問題を早期発見し、対応でき
る体制を強化しています。

スクールカウンセラーなど
支援体制の確立を推進。

平成19年から取り組んできた「はば
たきサポート」事業において、障がいの
ない生徒と障がいのある生徒との相互
理解と認識が深まりました。このような
成果を踏まえ、旧武庫荘高等学校跡地
を活用し、平成24年開校された多部制
単位制高等学校に併設する形で高等特
別支援学校を新設し、特別支援教育の
充実に取り組んでいます。

多部制単位制高等学校と
阪神昆陽特別支援学校の
併設を推進。視覚障がい者

と健常者等が一
緒に乗ってサイ
クリングを楽し
むことができる
タンデム自転車
の公道走行の解禁を粘り強く訴えた結果、平
成20年７月、県内での公道走行を実現させ
る事ができました。これにより、様々な取り組
みが広がっています。

視覚障がい者も乗れるタンデム自転車
県内一般公道走行可能を実現！

生命を
守る

尼崎の安心医療を構築するため
強く推進してきました。
実現に向かっています！

心を
育てる

全ての人が心豊かに、力強く
生きるために、政治が出来る事を、
少しずつカタチにしてきました。

左より杉本彩さん、井戸知事、
谷井いさお

全国初の「アニマルポリス・ホットライン」を実現！

「アニマル・ポリス」警察との連携

●アニマルポリス・ホットライン
●動物愛護センター
●市町動物関係担当
●110番通報　等

虐待事案の認知 通報

警察担当課 動物愛護
センター等

警察による捜査 行政による指導

事件性のないもの事件性のあるもの

連
携

県民・動物愛護推進員・獣医師

尼崎総合医療センター（仮称）が平成27年7月に開業予定

●愛護動物をみだりに殺し、
　　　　　　　又は傷つけたりする行為
●愛護動物に餌を与えず、衰弱させる行為
●動物を遺棄する行為

動物虐待の対象となる行為

次代を担う若者に
本物の劇場で、生の
舞台芸術のすばらし
さを体感させてあげ
たいとの私の提案で、
平成22年度より希望
する中学校に県立ピッコロ劇団の公演を鑑賞でき
る青少年向け演劇鑑賞事業『ピッコロわくわくステ
ージ』をスタート。平成26年度は約32校（約4800
人）、16公演を実施します。

ピッコロわくわくステージの舞台

青少年向け演劇鑑賞事業
『ピッコロわくわくステージ』を実現。

アニマルポリス・ホットライン

TEL 078-371-8974
平日 午前9時～午後5時30分

アニマルポリス・ホットライン

730床の総合病院で関西随一
24時間対応の救命救急センターを併設

2007～ 2014実績特集
谷井いさおが2007年の初当選から今まで取り
組んできた政策実績を■生命を守る■心を
育てる■魅力あるまちづくり■安心・安
全なまちづくりの4つの観点からご紹介します。

谷井いさお

病院間をＩＴでつなぐ阪神医療福祉情報ネットワーク

“h-Anshinむこねっと”
はんしん

救急車の多機能端末機で
患者を素早く搬送
「ｉＰａｄ」などの多機能情報端末
を救急車に配備し、受け入れ可能
な病院検索が素早くできます。病
院などは１日２回、受け入れ可能な
病状や空きベッド数などを更新。緊
急手術や他
の救急車の
動きも即時
に反映され

ます。同システムは昨年６月に尼崎
市が最初に導入しています。

患者情報共有システム
地域内の複数医療機関に点在
する患者の診療情報（画像、検査
結果、薬・注射処方、診療サマリー
等）を一つに集約し、患者の同意が
あった場合、どの医療機関からも一
つのカルテのようにインターネット
閲覧が可能になる、医療連携シス

テムのICT化が実現します。これに
より、患者の負担も減り、地域内簡
潔型医療が可能となります。

民間病院 診療所基幹病院

患者の診療情報
データベース
患者の診療情報
データベース
●画像
●検査結果
●薬・注射処方尼崎初のドクターカー導入

尼崎の森中央緑地は、緑の拠点とし
て基盤整備は県が、植樹は県民・地域
団体、企業などが担うという参画と協
働による100年にわたる森づくりを進
めています。
平成26年度に追加開園することを
契機に、多くの県民が利用できるよう、
今後10年間、県と市が共同し、尼崎
21世紀の森にふさわしい、新たな魅力
づくり（集客対策）を実施していきます。 コスモス畑 県支援の継続充実を推進

汚泥負担金の徴収を財源に
市立魚つり公園を整備

髭の渡し花咲き会のボランティアが県・市の協働で実現した
コスモス畑（常松2丁目及び西昆陽4丁目）が、武庫川河川敷で
約13,000㎡に広がっています。以前はゴミの不法投棄などで
大変荒れ果てていましたが、地元住民が中心となるボランティ
アの皆様の協力により、見事なコスモス畑に変身しました。

魅力ある
まちづくり
自然と緑あふれる、
魅力あるまちに！

県が行う東流域下水汚泥
広域処理事業（兵庫東エー
ス事業）において、関係自治
体からの負担金が未徴収

(17億3千万円)になっていた問題を指摘し、一昨年
より徴収が再開されています。
この負担金を財源とした、魚釣り公園の多目的広
場の拡張やアクセス道路の整備など関連事業が進
められています。

主な集客対策
●開園記念フォーラムの開催
●パーク＆サイクルライドによる運河利用
●芝生広場ミュージックプロジェクトの推進
●サイクリングロード・遊歩道の整備

尼崎21世紀の森
魅力アップ事業整備がスタート

臨海西部地区公園整備事業（海つり公園）整備計画

私がかねてより提唱してきた「住民参加型太陽光発電所」が
淡路島で稼働しています。
これは、再生可能エネルギーを住民参加で創出するプロジェ

クトとして、「あわじ環境未来島債」という県民債を発行したとこ
ろ、島民だけで4億円を完売しました。その資金を元に発電所が
建設・運営され、現在は、発電された0.95メガワット規模の電力
を電力会社に売電することができています。

尼崎沖にメガソーラー
「エコひょうご尼崎発電所」
尼崎沖フェニックス用地に、メガソ

ーラーが設置され、12月に売電が
開始されました。当発電所は、発電
所規模9,863ｋW、予定年間発電電力量1,100万ｋWｈの
施設となっています。一般家庭約3,000世帯分の消費電力
量をまかなえ、年間約5,600トンのCO2削減効果がありま
す。この収益は、再生可能エネルギーの導入促進など公益
的事業に活用されます。

再生エネルギー発電設備
導入団体に無利子融資
県は、再生可能エネルギーの発電設備を導入する地域団体

に、20年間の無利子融資を始めます。電力の「固定価格買い
取り制度」を利用した全国でも珍しい取り組みで、売電により
出たプラスの収入を地域活動などに役立てることが目的です。

住民参加型くにうみ太陽光発電所

エコひょうご尼崎発電所開所式

再生可能エネルギーの普及が大きく前進！再生可能エネルギーの普及が大きく前進！

ドクターカー

発電

住民参加型太陽光発電のイメージ

県民債
購入 貸付

４億円

元利
償還

淡路島民など

返済
４億円+利子

電力
売却

売電
収入

兵
庫
県

淡路島くにうみ協会
太陽光発電
施設の設置

関西電力県民債
発行

全国初 !!

淡路島で約300世帯の発電
島民の投資による太陽光発電所が稼働中！


